



The using and the meaning of puppet play of “ventriloquism” 
performance acts in training of child-care specialists of 
kindergarten, nursery school.































































































































































































































































































1 歳以上3 歳未満児及び3 歳以上児の保育に
児童文化財の活用とその意義
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関わる保育内容については5 領域で示されて
いるが、記載内容は別である。
　1 歳以上3 歳未満児保育にあっては、領域
「環境」の「内容」に「玩具」、「絵本」、「遊具」
といった内容が見られた。また領域「言葉」
の「ねらい」、「内容」に「言葉遊び」、「絵本」、「物
語」、「紙芝居」、領域「表現」の「内容」に「歌」、
「手遊び」の記載が散見された。
　なお3 歳以上児保育にあっては、「幼稚園教
育要領」に準じた内容が見られた。
　「保育所保育指針」・「幼稚園教育要領」な
どにも絵本、物語、紙芝居の有効性は認めら
れるが、「腹話術」においては、記述さえみら
れない事情である。
Ⅴ．腹話術の活用
（１）腹話術の誕生と由来
　ここで「腹話術」についてふれておきたい。
橋口誠「腹話術の取り組み」（『長崎女子短期
大学紀要』）について依拠しながら進めたい。
腹話術とは寄席の一つであり、唇をなるべく
動かさず、本人の口以外のどこか別のところ
から声がしているように思わせる話術」であ
る。外国では通常1人の演者が男女の声を使
い分け、小鳥や動物の鳴きまねをする、日本
でいう「ものまね」の芸まで腹話術に含める
こともあるという。
　腹話術は英語でventriloquism と呼ばれ、
ラテン語の「腹（venter）」と「（しゃべる
loque）」に由来している。かつては文字どお
り胃で発声するものとされていたが、現在で
は声帯以外の器官で発声することはできない
とされている。一般的には人形の後ろに手を
入れて、人形の口を手で開閉しながら、自分
は唇をほとんど閉じたまま喋る形式をとり、
腹話術を演じる人を「腹話術師」とよんでい
る。
　代表執筆者は腹話術に関心を持つにあた
り、かつて「いっこく堂」の腹話術芸につい
てメディアを通じて知る機会を得た。中学時
代から役者を目指し上京したが、日の目を見
なかった。彼に米倉斉加年によって、腹話術
の道を勧められた。これをきっかけに彼は俳
優の道を断念し、腹話術の舞台を目指すこと
になった。「人形を使いながらすべての役を
一人で演じる。そしてメルヘンの世界を創り
出し、見る人の心を動かし、感動を与えるこ
とができる」と彼はのちに回顧している7)。
　いっこく堂の活躍のみならず、いまや「腹
話術」は日本にとどまらず世界にも広がりを
見せるようになり、さまざまな大会やテレビ
番組などで放映され、徐々にではあるが、人
気が高まりつつある。
（２）  「腹話術」の方法
　ここでは「腹話術」の方法について、見て
いきたい。一般的に使用されている「日本腹
話術師協会」の「腹話術入門」を参照にした
い8)。（edypuppet.com）。
＜１＞腹話術入門の3大条件
　・自分の目的をはっきりさせること
　・目標に向かって努力する
　・腹話術人形を手に入れること
＜２＞人形の声の出し方
　・ファルセット・ヴォイス
　・ネイゼル・ヴォイス
＜３＞リップコントロール術
　・ 「唇を動かさずに話せる事」が腹話術師
には求められますので、出しにくい単語
や苦手なものを練習して出せるようにし
ます。
　・ 手鏡を使って、五十音の練習から始めま
しょう。
＜４＞マニュピレーション
　次は相棒である人形を、生きているものと
　して扱い、演じる事。
　（実際に動かす）
＜５＞シンクロナイズド・スピーキング
　演者の出す音声と、操作する人形の口とが
7） 「若き日は俳優志望いっこく堂さん語る“腹
話術師への転機”」（日刊ゲンダイdigital）(www.
nikkan-gndai.com).
8） 「日本腹話術師協会　腹話術入門」（edypuppet.
com）。
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　同調する事。
　（実際にやってみましょう：腹話術練習言葉）　
　「腹話術」はあきらめない努力と日々の練
習が大切であることがうかがえる。すぐに技
術が向上しないところが、絵本・紙芝居とは
異なる要因になっているのであろう。「腹話
術」について、保育現場や教育現場に将来出
ていくことになる学生らは、どのように感じ
ているのであろうか。
（３）腹話術の学生への披露と学生の関心
　代表執筆者は、児童文化財を取り扱うこと
がある「子ども文化論」の講義を大学におい
てほぼ10年余担当している。先述したが、こ
れまで紹介してきた児童文化財についておよ
そのものは、学生には伝えてきたし、指導も
行った自負がある。しかしながら「腹話術」
については、まだ嘗てこの経験がなかった。
　そこで代表執筆者は長年の知人であるＨ氏
に「腹話術」の上演および学生への指導をお
願いした。当初は披露するものではない、と
いう理由で断れたこともあったが、粘り強く
依頼を続けたことが功を奏し、Hより承諾の
返事をいただくことができた。
　かくして子ども文化論の特別講師としてＨ
は、2017（平成29）年7月に当時代表執筆者
が勤務していたS県にあるK大学において、筆
頭執筆者の担当講義である「子ども文化論」
（第15回目）の講義時に「腹話術」を実演す
ることになった。
　「子ども文化論」を受講したのは、K大学教
育学部4年生の受講学生60名であり、このう
ちの7割が小学校教諭希望者、2割が保育者（幼
稚園教諭など）、残りの１割が就職希望の学
生であった。
　講師Hが講義の最初から「腹話術」での「あ
いさつ」を始めてから、受講学生らは驚いた
表情で、講師Hの技をただただ見守るだけで
あった。講師Hは、受講学生ひとりひとりに
あいさつを行うのであるが、学生が恥ずかし
がってしまう場面も何度か見ることになっ
た。学生らは、腹話術を観る経験がないこと
以上に、Ｈによる「生の腹話術」にふれ、た
だ驚いていたといっても過言ではない様子で
あった。実際に学生の希望者に実演してもら
おうとしたが、タイミング、間の取り方がわ
からず、うまくいかないことが多かった。
　およそ講師Hの「腹話術」の講義は、30分
ほど続いた。学生らは自らのふがいなさ以上
に腹話術にふれたことに感動したようで、拍
手喝采となり講義の幕を閉じた。
（４）受講学生の気づきおよび感想
　Ｈの特別講義は、腹話術の講義と「二本立
て」（セット）で「ブラックパネルシアター」
の実演と講義を行っていただいた。腹話術の
セットと同様、すべて特別講師Ｈの自前のも
のである。
　講義終了後に、代表執筆者の専門演習（ゼ
ミ）学生に感想・意見を聞いてみたところ、
「ただ驚いた。けどおもしろい、今度こそじっ
くり練習したい」（男子学生Ａ）や「Ｈ先生の
発声に驚いたし、感動した。声尾の使いわけ
を簡単に実現してしまうところが妙技だと思
う。将来は幼稚園教諭になるので、本気でやっ
てみたいと思う」（女子学生Ａ）などの回答が
存在した。現場で使用して子どもたちを楽し
ませたい、という思いの学生も存在した。
　また、「Ｈ先生と人形が、一体になっている
ようで、不思議？どこからどんな声がでてい
るのかも・・・？。まさに生きた児童文化財
だった」（男子学生Ｂ）や、「自分に子どもがう
まれたら、ぜひそれまでに腹話術の技術を身
に着けて、自信をもって子どもの前で披露し
たい！」（女子学生Ｂ）などの回答もみられた。
親になってからチャレンジしてみようと考え
ている学生も見られた。
　「オレには到底できない。ほんとうにいろ
いろな児童文化財があるんだと思う」（男子学
生Ｃ）と述べるように、Ｈのすばらしい腹話
術に、ただただ感動する学生も存在した。
　受講学生の反応からもうかがえるように、
「やってみたい」という思いよりも、「驚いた」
という回答が多いことから、子どもを相手に
する保育者、教師らにはたやすく「腹話術」
が実演できる雰囲気ではないことが見て取れ
る。幼少期から見慣れていないと、関心・興
児童文化財の活用とその意義
─ 115 ─
味を持てないまま過ごしてしまうことを改め
て痛感した。それと同時に、「腹話術」を絵本、
紙芝居などの児童文化財と同じようにもっと
身近に知ってもらうべき、という思いを持つ
ことになった。
Ⅵ．おわりに
　児童文化財の意義を改めて話せば、①こと
ばの意味やイメージを直接・間接的に提示す
るもの、②想像力・理解力・思考力が育つも
の、③心を揺さぶり、表現意欲を刺激するも
の、④信頼関係の基礎をつくるものであり、
人との結びつきを深めるなどの4 点にまとめ
られる。
　言葉の獲得には、モノを媒介とした他者（保
育の場にあっては先生であったり保育士等で
あったり）の存在とそこでの関わりが必要で
ある。言葉のやりとりを通して生まれる信頼
関係も重要となってくる．領域「言葉」では、
媒介となるモノとして絵本や物語、紙芝居と
いった児童文化財が見られたが、他領域に見
られたあやし遊び、わらべうた、手遊びといっ
た児童文化財も子どもの言葉の発達に関わっ
ている。
　児童文化財については、「幼稚園教育要領」
「保育所保育指針」ともに記述がみられるよ
うになった。児童文化財の活用は言葉だけの
ものではなく、領域も個別に取り挙げるもの
ではない。児童文化財を活用した保育実技が
絵本の読み聞かせだけに留まってしまうもの
でもないであろう。「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」との関わりから効果的な活
用にあっては、児童文化財それぞれの特性を
理解し、その技術や方法を習得するだけでは
なく、各児童文化財の性格にふさわしい内容
を選ぶよう吟味する必要がある。その児童文
化財の活用によって､子どもの何が育ったの
か、何ができるようになったのか。子どもの
主体的な関わりはどうであったのか、今後ど
のように進めていくのかなどである。「環境
を通して行う教育」のためには、環境の整備、
工夫も必要である．小学校との連携も視野に
入れた効果的な活用も考えていかなければな
らない。
　しかしながら「腹話術」は、児童文化財で
あるにもかかわらず、高度な技術の必要性や
誰もが簡単に入手できないなどの理由で、絵
本や紙芝居などとは異なり、ある種遠い距離
に置かれていた感がある。「腹話術」は「腹
話術芸」ともいわれるところから、児童文化
財の範囲を超えてしまったのかもしれない。
保育現場や学校現場でほとんど見られず、テ
レビなどで脚光を浴びる「腹話術」は、「実践
する楽しみ」ではなく、むしろ「見る楽しみ」
に終わっていたのであろう。
　学生らがＨの腹話術をみて、ただただ驚い
ていた光景は、自らが実習で取り入れたい保
育技術ではなかった。しかしＨの腹話術をみ
て、今後してみたい、と思う学生がいたこと
は一筋の光明が見えたといっても過言ではな
いであろう。
　その一例をご紹介したい。執筆者のゼミ4
期生の学生（2018年3月卒業）で幼稚園教諭
として就職した女子学生Iは、勤務先のS県内
にある幼稚園の近くにある児童館より「腹話
術人形一式」をお借りし、担当する5歳児の
前で実演したという報告をしてくれた。「ほ
とんど練習できていないので、うまく演じる
ことはできなかったが、５、６名の園児たち
が『どこから声出してるの？』とか『さわっ
てみたい』とか発言する子もいたことはうれ
しかった」と述べている。Hの腹話術の影響
を受けた学生がいたことを確認できた。IはH
と連絡を取り、詳しく腹話術の指導を受けた
い、ということを伝えたいと話していた。
　今後保育現場や学校現場でもHの講義を受
講した学生らを通じて、腹話術が披露される
機会が増えるとともに、腹話術が「児童文化
財」にしっかり位置づくことができることを
望んでやまない。
　Ｈより先日つぎのような話があった。「腹
話術を教えてほしい」という富山県の方から
私のところに連絡があったので驚いた。「ど
うして？そんなに遠くからって思うんだけ
ど、要望があるので、夏に来るので一式もっ
て教えにいくのよ。要望がある以上、私は誰
かれなく教え伝えていきたいと思うの」
　昨今子どもたちの遊びにも大きな変化が起
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こっていることは周知のことである。そのた
め古来から存在する日本の「伝承遊び」でさ
えも、伝承されづらくなってきているこのご
時世に、腹話術の伝承が行われることに、あ
らためて「日本の児童文化財のすばらしさ」
を誇りに感じる。
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